
香
川
県
の
「
郷
土
か
が
わ
を

戦
場
に
す
る
な
！
」
県
民
連
絡

会
と
、
明
る
い
民
主
県
政
を
き

ず
く
香
川
県
連
絡
会
は
８
日
、

今
月
末
に
善
通
寺
市
や
丸
亀
市

な
ど
の
市
街
地
上
空
で
行
わ
れ

る
航
空
自
衛
隊
の
曲
技
飛
行
チ
ー

ム
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
の

展
示
飛
行
な
ど
を
中
止
す
る
よ

う
地
元
の
自
衛
隊
や
知
事
な
ど

５
カ
所
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
第
14
旅
団
が
今

月
27
日
に
善
通
寺
駐
屯

地
で
開
く
記
念
行
事
で
、

展
示
飛
行
の
ほ
か
、
機

動
戦
闘
車
や
装
甲
車
の

市
中
パ
レ
ー
ド
、
模
擬

戦
闘
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
県
民
連
絡
会

な
ど
は
展
示
飛
行
の
中

止
と
、
機
動
戦
闘
車
や

装
甲
車
な
ど
実
戦
で
使

用
さ
れ
る
車
両
が
市
中

パ
レ
ー
ド
を
し
な
い
よ

う
求
め
ま
し
た
。

要
請
で
、
県
民
連
絡
会

の
共
同
代
表
で
日
本
共

産
党
の
樫
県
議
は
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
に
つ
い
て

「
過
去
５
回
も
の
重
大
事
故
が

確
認
で
き
、
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
強
く
中
止
を
要
請
す
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。
９
条
の
会
の

十
河
浩
二
事
務
局
長
は
「
日
本

は
平
和
憲
法
を
持
つ
戦
争
を
し

な
い
国
。
戦
争
や
自
衛
隊
を
公

然
と
賛
美
す
る
、
戦
争
を
す
る

国
へ
の
下
地
づ
く
り
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

昨
年
の
９
月
、
辻
村
修
善
通

寺
市
長
は
三
宅
伸
吾
参
院
議
員
・

現
防
衛
大
臣
政
務
官
に
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
を
要

請
。
市
長
は
今
年
３
月
、
中
谷

元
防
衛
大
臣
や
防
衛
省
、
大
野

敬
太
郎
衆
院
議
員
、
佐
藤
正
久
、

三
宅
伸
吾
両
参
院
議
員
な
ど
に

表
敬
訪
問
し
、
展
示
飛
行
の
選

定
に
謝
辞
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

丸
亀
市
（
定
数
24
、
立
候
補

29
）
で
は
、
日
本
共
産
党
の
中

谷
ま
ゆ
み
氏
（
58
）
＝
現
＝
、

さ
さ
い
孝
志
氏
（
71
）
＝
新
＝

の
２
氏
が
、
１
増
の
２
議
席
で

議
案
提
案
権
の
獲
得
を
め
ざ
し

立
候
補
し
ま
し
た
。

中
谷
・
さ
さ
い
の
両
候
補
は

▽
国
保
税
の
大
幅
引
き
下
げ
、

▽
待
機
児
童
ゼ
ロ
、
保
育
士
増

員
▽
高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
交
付
等
を
訴
え
て
い
ま
す
。

中
谷
氏
は
出
発
式
で
、
「
丸

亀
市
民
の
生
活
を
苦
し
く
し
て

い
る
国
政
を
大
本
か
ら
変
え
る

こ
と
に
繋
が
る
大
事
な
選
挙
。

皆
さ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り
背

負
っ
て
再
び
働
け
る
よ
う
に
全

力
を
尽
く
す
」
と
の
べ
ま
し
た
。
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空
自
の
曲
技
飛
行
中
止
を

２
団
体
が
知
事
ら
に
要
請

Ｎ

Ｈ

Ｋ

教

育

で

「
明
日
も
晴
れ
、
人

生
レ
シ
ピ
」

と
い
う

番
組
が
今
年
３
月
ま

で
放
送
さ
れ
て
い
た
。

50
代
以
降
、
「
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
人
生
を

歩
ん
で
い
き
た
い
の

か
」
と
問
い
始
め
た

人
た
ち
を
応
援
し
、

生
活
を
豊
か
に
す
る

ヒ
ン
ト
を
届
け
る
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

番
組
で
、
有
意
義
な
内
容
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
３
月
に
再
放
送
さ
れ
た

「
年
金
５
万
円
で
豊
か
に
暮
ら
す
」
は

70
代
の
シ
ン
グ
ル
女
性
が
紹
介
さ
れ
、

月
５
万
円
の
年
金
の
範
囲
で

食
費
は

月
１
万
円
な
ど
で
工
夫
し
て
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
る
と
賞
賛
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
こ
の

番
組
で
は
、
女
性
の
低
年
金
や
貧
困
の

問
題
に
ふ
れ
ず
、
年
金
が
少
な
け
れ
ば

生
活
保
護
で
不
足
分
を
補
う
手
立
て
が

あ
る
こ
と
も
知
ら
せ
て
い
な
い
。

憲
法
25
条
で
「
す
べ
て
国
民
は
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む

権
利
を
有
す
る
」
と
生
存
権
が
保
障
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
金
が

少
な
く
て
も
自
己
責
任
で
何
と
か
す
べ

き
と
い
う
意
図
を
感
じ
た
。
国
民
年
金

は
、
40
年
払
い
続
け
て
も
月
６
万
５
千

円
。
厚
生
年
金
も
男
性
の
平
均
は
約
16

万
７
千
円
円
、
女
性
は
約
10
万
７
千
円
。

男
女
の
賃
金
格
差
や
家
庭
で
の
役
割
の

負
担
の
違
い
が
格
差
を
生
ん
で
い
る
。

今
国
会
で
基
礎
年
金
の
底
上
げ
が
先

送
り
さ
れ
た
が
、
消
費
税
の
減
税
と
共

に
基
礎
年
金
の
引
き
上
げ
を
早
急
に
実

現
す
る
こ
と
が
、
国
民
生
活
を
豊
か
に

し
経
済
の
好
循
環
を
生
む
と
考
え
る
。

（
こ
）

丸
亀
市
議
選
が
告
示
20
日
投
票
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西
村
望
（
本
名
の
読
み
は
「
の
ぞ

む
」
）
は
、
高
松
市
男
木
島
の
生
ま

れ
。
大
連
市
乙
種
工
業
高
等
学
校
卒
。

四
歳
年
下
の
弟
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

作
家
に
な
っ
た
西
村
寿
行
で
あ
る
。

小
説
家
の
多
く
は
東
京
か
、
鎌
倉
あ

た
り
に
住
ん
で
い
る
が
、
西
村
望
は

高
松
市
在
住
の
作
家
で
あ
っ
た
。
Ｊ

Ｒ
高
松
駅
の
近
く
に
仕
事
場
を
設
け
、

毎
日
そ
こ
に
出
勤
し
て
小
説
を
書
い

た
。
二
〇
二
二
年
八
月
、
96
歳
で
没
。

満
鉄
社
員
、
旅
行
ラ
イ
タ
ー
、
テ

レ
ビ
リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
様
々
な
職
を

経
て
、
一
九
七
八
年
、
『
鬼
畜
』
で

デ
ビ
ュ
ー
。
52
歳
の
遅
咲
き
で
あ
っ

た
。
『
薄
化
粧
』
『
丑
三
つ
の
村
』

『
刃
差
し
の
街
』
が
次
々
と
直
木
賞

候
補
に
な
り
、
た
ち
ま
ち
社
会
派
犯

罪
小
説
の
第
一
人
者
に
な
っ
た
。

『
薄
化
粧
』
は
、
新
居
浜
市
の
別
子

銅
山
社
宅
で
実
際
に
起
き
た
事
件
を

も
と
に
し
た
小
説
で
、
一
九
八
五
年

に
映
画
化
（
松
竹
、
主
演
・
緒
形
拳
）

さ
れ
た
。
八
六
年
に
は
『
犬
死
に
せ

し
も
の
』
が
、
九
二
年
に
は
『
火
の

蛾
』
が
映
画
化
（
題
名
は
『
死
ん
で

も
い
い
』
）
さ
れ
た
。

「
塩
江
町
ホ
タ
ル
と
文
化
の
里
公

園
」
の
遊
歩
道
に
、
一
九
九
四
年
七

月
、
西
村
望
の
詩
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

旅
の
ひ
ぐ
ら
し
／
い
ま
帰
る

か
な
か
な
と
／
浮
き
も
せ
ず

か
な
か
な
と
／
泣
き
も
せ
ず

旅
の
ひ
ぐ
ら
し
／
い
ま
帰
る

そ
の
近
く
に
二
〇
〇
〇
年
五
月
、

句
碑
も
建
て

ら
れ
た
。

行
き
暮
れ

て
今
日
も

ひ
と
り

文
芸
評
論

家
の
澤
村
健

に
よ
れ
ば
、

西

村

望

は

「
野
太
い
声
」

と
「
大
き
な

厚
い
手
」
を
も
ち
、
「
精
悍
な
顔
」

を
し
て
い
た
。
評
論
家
の
川
本
三
郎

も
、
「
あ
の
風
雪
に
耐
え
た
風
貌
は

野
武
士
と
呼
び
た
い
」
と
語
っ
て
い

る
（
い
ず
れ
も
『
風
吹
き
鴉
』
あ
と

が
き
）
。

西
村
兄
弟
は
、
長
い
雌
伏
期
間
を

経
て
流
行
作
家
に
な
っ
た
。
高
松
沖

の
小
さ
な
島
に
生
ま
れ
、
さ
し
た
る

家
柄
で
も
な
く
、
学
歴
が
あ
る
の
で

も
な
く
、
弟
の
寿
行
は
四
〇
代
で
、

兄
の
望
は
さ
ら
に
遅
れ
て
五
〇
代
で

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
兄
弟
が
二
十
年
ぶ

り
に
酒
を
飲
ん
だ
と
き
、
寿
行
が

「
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
こ
の
現
実
を
、

だ
れ
に
感
謝
し
た
ら
い
い
の
か
ね
」

と
問
う
と
、
望
は
「
だ
れ
で
も
い
い

か
ら
と
に
か
く
感
謝
し
、
謙
虚
に
暮

す
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
」

（
『
虫
の
記
』
）
と
答
え
て
い
る
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉗

男
木
島
出
身
の
流
行
作
家

西
村

望
（
に
し
む
ら･

ぼ
う
一
九
二
六
～
二
〇
二
二
）

文･

写
真

深
沢

雨
根


